
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成３０年９月分） 

平成３０年１０月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ裁判所、２０１５年判決をめぐるＲＳのＩＴ

Ａへの強制執行を差し止める決定（３日） 

 ３日、ＢＨ裁判所は、ＢＨ連邦との間での債

務に起因する損害をめぐりＲＳが間接税庁（ＩＴ

Ａ）を訴えた問題で、同裁判所が右訴えを認め

た２０１５年判決の強制執行を差し止める旨決

定。ＲＳは、本年５月より、２０１５年の判決を

根拠として、ＲＳ内の銀行にあるＩＴＡの口座を

凍結、右債務を回収する強制執行を実施して

いた。 

  

●クロアチア系の政治指導者、クロアチア系

有権者に投票を呼びかけ（６日） 

 ６日、クロアチア民族評議会（ＨＮＳ）会合の

後、チョービッチＨＮＳ議長（ＨＤＺ党首及び大

統領評議会クロアチア系メンバー）とリュービ

ッチＨＮＳ執行委員会委員長は公開書簡を発

表し、クロアチア系のＢＨ国内及び在外有権

者に投票を呼びかけた他、ＢＨ選挙法改正問

題をめぐるボシュニャク系政党の行動を非難

すると共に、自民族以外の得票により構成民

族の代表に選出された者は違法であると述べ、

大統領評議会クロアチア系メンバー選挙にお

けるコムシッチ候補を暗に、しかし強く批判し

た。 

 

●選挙運動期間の開始（７日） 

 ７日、中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、１０

月７日の国政選挙に向けた選挙運動期間の
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開始を宣言した。右期間は１０月５日の１９時

をもって終了予定。 

 開始された選挙運動においては、ＲＳ大統

領候補のゴベダリツァＳＤＳ党首が、ＳＤＳの

創設者であるカラジッチＩＣＴＹ／ＭＩＣＴ被告に

自分を準えて発言したり、ＢＨ大統領評議会セ

ルビア系メンバー候補のドディックＳＮＳＤ党

首・ＲＳ大統領が、ＳＮＳＤに投票すれば年金

受給者は近いうちに年金の増額があるが、野

党に投票した者は受け取ることが出来ないと

脅迫めいた発言をする等、選挙法違反と見受

けられる事態も発生しており、２６日には、トラ

ンスパレンシー・インターナショナルＢＨ（腐敗

監視ＮＧＯ）が、一連の選挙法違反の告訴状

を関連当局に提出した。 

また、１９日にはＣＥＣが、１５０名以上の

人々が、ＢＨ在住にも拘わらず本人の認識な

しに在外投票に登録されていた事案等、有権

者登録をめぐる不正事案をＢＨ検察庁に提出

した旨発表した。 

 

●米国、シュピリッチＳＮＳＤ副党首に対する

制裁を発動（１０日） 

 １０日、米国国務省は、シュピリッチＳＮＳＤ

副党首・ＢＨ議会下院議員とその家族に対し

て、重大な腐敗に加担して私利を肥やしてい

るとして、自国への入国禁止措置を発表した。 

 

●刑事訴訟法改正法が成立（１７日） 

 １１日、ＢＨ議会上院が、また１７日には、同

下院が、満場一致でＢＨ刑事訴訟法改正法案

を採択し、同改正法が成立。同法は、ＢＨ憲法

裁判所の違憲判決を受け改正が急がれなが

ら、ＳＤＡ（ボシュニャク系）とＨＤＺ（クロアチア

系）が対立して合意できずにいたが、国際社

会を仲介役とした政治交渉により、ＳＤＡ案に

クロアチア系及びセルビア系議員の修正を付

すことで合意が成立し、１０月の国政選挙前に

採択された。 

 

●難民・移民の入国数はようやく減少傾向（２

１日） 

 ２１日、ＢＨ閣僚評議会会合において、ＢＨ治

安省が、難民・移民問題に関する最新の状況

を報告。メクティッチ治安相は、最近の入国数

はようやく減少傾向に転じたものの、引き続き

厳重監視と収容施設の確保に努める必要性

がある旨述べた。なお、２０１８年１月１日から

９月２３日までの難民・移民に関するＢＨ入国

者数は１５，１１６名で、うち１，５００～２，０００

名がＢＨに滞留中。 

 

 （２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●退役軍人によるデモの激化（５日） 

 退役軍人の権利向上を訴えた継続的な抗

議運動を受け、両院で一部異なる内容でＢＨ

連邦議会が採択した退役軍人及び同家族の

権利法案に関し、最終成立に向けて必要な両

院案の内容調整作業を意図的に遅らせてい

たＢＨ連邦の政府及び議会に対し、５日、再び

退役軍人がＢＨ連邦議会ビルの前で抗議運

動を実施。その後、警官隊と衝突して催涙ガ

スが使用される大規模デモに発展した。 

 

●ＢＨ連邦議会の選挙区及び議員定数法案

の審議ならず（２７日） 

 ２７日、ＢＨ連邦議会上院は、懸案となってい

るＢＨ連邦議会の選挙区及び議員定数法案

の協議を緊急審議手続きにて試みたものの、

投票に当たり右法案に関し対立する勢力が民

族の死活的利益（ＶＮＩ）をめぐって相異なる議
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会規則を主張し、各々に行使したため混乱。

結局、結果が不透明なまま散会となった。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディック大統領、西側諸国のＢＨへの干渉

を非難（１日） 

 １日、ドディックＲＳ大統領は、ＲＳ公共放送

のインタビューに対して、自分が大統領評議

会メンバーに当選した暁には、移民を国外追

放することで同問題を解決する旨、またＲＳの

独立は今でも自分の政治目標であり、それを

隠してもいないが、ＲＳの独立をめぐる現在の

事情はよく理解している旨、またＢＨでは、外

国の大使が意思決定を行う「大使政治」と呼

ぶべき新しいシステムが構築されてしまってい

る旨述べた。 

 

●記者襲撃事件容疑者の逮捕（１０日） 

 １０日、ＲＳ警察は、８月２６日に発生した親

野党系放送局に勤め、最近反政府デモにつ

いてよく取材していた記者が何者かに襲撃さ

れた事件に関し、容疑者の逮捕を発表したが、

容疑者の政治的動機は確認できていないとし

て否定。なお、報道によれば、容疑者はドディ

ックＲＳ大統領の側近の息子がオーナーを務

める格闘技クラブのメンバーであり、ボクサー

資格を持つ男性。 

 

●青年の不審死をめぐる抗議運動と検察によ

る警察官の起訴（１０日） 

１０日、バニャ・ルーカ地方検察局は、３月

末に同市近郊で発生し、その不十分な捜査を

めぐり長期間抗議運動が続いている青年の不

審死に関し、２名の警察官を証拠改ざん容疑

で起訴。ルカチュＲＳ内相は、証拠改ざんは犯

罪隠蔽の為ではなく、職務怠慢によるものと

発言した。 

なお、抗議運動側は、警察官とＲＳ内務省

職員が青年を殺害したと主張して同運動を継

続しており、１９日、彼らの逮捕期限を２５日と

定め、この期限が守られない場合には、一歩

踏み込んだ行動に出ると表明した。 

 

●ＲＳ憲法裁、スレブレニツァに関するＲＳ政

府報告書の撤回をめぐるＶＮＩを棄却（２４日） 

 ２４日、ＲＳ憲法裁判所の民族の死活的利益

（ＶＮＩ）パネルは、８月１４日にＲＳ国民議会が、

２００４年にＲＳ政府が組織した委員会が調査

し、ボシュニャク系７，７７９名の殺害を認めた

スレブレニツァに関するＲＳ政府報告書を拒否

する決議を全セルビア系政党の賛成により採

択したことに対し、ＲＳ民族評議会のボシュニ

ャク系議員団が申し立てたＶＮＩの侵害を、本

問題は司法行為ではなく政治行為であり法的

拘束力がないとして棄却した。 

 

ウ ブルチュコ特別区 

●駐ＢＨ外交団の年次会合を開催（３日） 

 ３日、ブルチュコ特別区において、ツルナダ

クＢＨ外相が、駐ＢＨ外交団の代表者を招い

て年次会合を主催。当館からは坂本大使が出

席した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プ

ロセスを含む） 

●南東欧協力プロセス非公式外相会合の実

施（５日） 

 ５日、バニャ・ルーカ市において、ツルナダク

ＢＨ外相主催により南東欧協力プロセス（ＳＥ

ＥＣＰ）の非公式外相会合が開催され、セルビ
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ア、クロアチア、モンテネグロの外相等が出席

した。なお、ドディックＲＳ大統領が、ＢＨはコソ

ボを国家承認しておらずＲＳは同国外相の参

加を歓迎しないとしてツルナダク外相を非難し

たことにより、コソボ外相は同会合への参加を

取り止めた。 

 

●ベネルクス三国外相のＢＨ訪問（１３日） 

 １３日、ベネルクス三国から、レンデルス・ベ

ルギー副首相兼外相、ブロック・オランダ外相

及びアセルボーン・ルクセンブルク外相がＢＨ

を訪問し、ＢＨ大統領評議会のイゼトベゴビッ

チ議長（ボシュニャク系）とイバニッチ・メンバ

ー（セルビア系）、及び、ツルナダク外相と会談

を行い、ＢＨのＥＵ加盟プロセスや改革につい

て意見交換を行った。 

 

●イゼトベゴビッチ大統領評議会議長、国連

総会で演説（２５日） 

 ２５日、イゼトベゴビッチＢＨ大統領評議会議

長は、第７３回国連総会に出席して演説を行

い、紛争解決、テロとの闘い及び２０３０アジェ

ンダの達成に向けては、国連等を通したグロ

ーバル協力や地域間協力が不可欠であると

指摘。ＢＨは西バルカンにおける協力体制の

構築に協力的かつ推進的である旨述べた。 

 なお、同議長は、国連総会出席のためのニ

ューヨーク滞在中に、グテーレス国連事務総

長やソルベルク・ノルウェー首相と会談を行い、

ＢＨの政情や欧州大西洋統合プロセスにつき

意見交換を行った。また、同議長に同行したツ

ルナダクＢＨ外相は、ハーン欧州近隣政策・拡

大交渉担当欧州委員とモゲリーニＥＵ外交安

全保障政策上級代表がそれぞれ別個に開催

した西バルカン諸国の外相会合に出席した。 

 

（２）二国間関係 

●ドディックＲＳ大統領とダチッチ・セルビア外

相との会談（５日） 

 ５日、南東欧協力プロセス非公式外相会合

出席のためバニャ・ルーカを訪問したダチッ

チ・セルビア外相は、ドディックＲＳ大統領とも

会談を行い、ＢＨ・セルビア関係及びＲＳ・セル

ビア関係につき意見交換を行った。なお、同

日は、ゴイコビッチ議長率いるセルビア議会代

表団もバニャ・ルーカを訪問し、ドディックＲＳ

大統領及びチュブリロビッチＲＳ国民議会議長

と会談を行った。 

 

●クロアチア、リブノに領事館を開館（５日） 

 ５日、クロアチアはＢＨ連邦カントン１０のリブ

ノにＢＨで５館目となる同国の領事館を新たに

開館。開館セレモニーには、チョービッチＢＨ

大統領評議会クロアチア系メンバーの他、プ

レンコビッチ・クロアチア首相が参加した。 

 

●ズビズディッチ閣僚評議会議長のモロッコ

訪問（１７～１８日） 

 １７～１８日、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会

議長がモロッコを公式訪問し、オスマーニ首相

との間で、経済関係の強化等につき話し合っ

た。 

 

●ラブロフ露外相のＢＨ訪問（２１日） 

 ２１日、ラブロフ露外相がＢＨを訪問し、サラ

エボにおいてＢＨ大統領評議会及びツルナダ

クＢＨ外相と個別に会談し２国間関係等につ

き意見交換を行った。その後、同外相はバニ

ャ・ルーカに移動し、建設途中のセルビア・露

正教会センターを訪問した他、ドディックＲＳ大

統領等と会談を行った。 
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●ブチッチ・セルビア大統領、西側諸国のＢＨ

選挙への干渉を指摘（２４日） 

 ２４日、ブチッチ・セルビア大統領（ＳＮＳ党首）

は、ベオグラードで開催されたセルビア進歩党

（ＳＮＳ）執行委員会において、駐ＢＨの外国大

使館がＢＨ選挙、中でも特にＲＳにおける選挙

に強く干渉しているとして非難した上、その証

拠を選挙後に発表する旨発言した。 

 

●ＢＨ民生相、クロアチアにおけるペリェシャ

ツ橋の建設に関し、国際裁判所への提訴の

依頼を発言（２８日） 

 ２８日、オスマノビッチＢＨ民生相は、クロア

チアが進めている同国沿岸地方南部を接続

するペリェシャツ橋の建設に関し、ＢＨの利益

保護を求めて国際裁判所に訴え出るようにＢ

Ｈのオンブズマンに依頼した旨発表。 

 

●ドディックＲＳ大統領とプーチン露大統領の

会談（３０日） 

 ３０日、ドディックＲＳ大統領は、露のソチに

おいて同国のプーチン大統領と会談を行い、

石油精製分野等経済関係を始めとする、ＲＳ・

露関係につき協議を行った。また、プーチン大

統領は、１０月の国政選挙におけるドディック

大統領の健闘を祈っている旨述べた。 

 

３．経済 

（１）経済政策、公共事業、 

●ＢＨ連邦、外国直接投資額においてＲＳをリ

ード（６日） 

 ６日、ＢＨ連邦政府は、ＢＨ連邦貿易省によ

る、２０１７年のＢＨ連邦に対する外国直接投

資に関する報告書を採択。同報告書によれば、

ＢＨの投資総額のうち７３．２％はＢＨ連邦向

けで、同投資総額は５億６，９００万ＫＭ（約２

億９，１００万ユーロ）であった。 

  

●サラエボ＝ベオグラード間高速道路に関す

る三者会合（２１日） 

 ２１日、ベオグラードにおいて、ミハイロビッ

チ・セルビア建設・交通・インフラ相、ユースコ

ＢＨ通信・運輸相及びトルコのＴａｓｙａｐｉ社の代

表により、サラエボ＝ベオグラード間高速道路

に関する会合が実施された。両大臣は、同プ

ロジェクトが西バルカン地域全体に非常に重

要である旨で意見が一致した。なお、同日、セ

ルビアとＴａｓｙａｐｉ社は、同高速のセルビア内

区間に関する枠組合意に署名を行い、２０１９

年末から２０２０年初頭には建設を開始予定と

発表。一方で、ユースコ大臣は、１０月の選挙

後に発足する新ＢＨ閣僚評議会が、ＢＨの将

来を左右する同プロジェクトについて、戦略文

書を含めて推進していくことを期待する旨述べ

た。 

 

（２）経済協力 

●ＵＮＤＰとＢＨ連邦政府、洪水復興に関する

１，３３０万ＫＭ（約６８０万ユーロ）のプロジェク

トに署名（７日） 

 ７日、ノバリッチＢＨ連邦首相と、シナノグル

ＵＮＤＰ常駐代表の間で、総額１，３３０万ＫＭ

（約６８０万ユーロ）に上る、２０１４年の洪水か

らの復興の第二ステージと位置づけられるプ

ロジェクトの合意文書に署名が行われた。本

件は、ＥＵがイニシアティブを取り、２０市町村

において２００家族以上に家屋の修理乃至建

直しを支援するもので、実施は、独及びオー

ストリアのＮＧＯとの協力の下でＵＮＤＰが行い、

ＢＨ連邦も１１０万ＫＭ（約５６．２万ユーロ）を

拠出している。 



ボスニア・ヘルツェゴビナ情勢月報（平成３０年９月） 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

6 
 

 

●ＥＢＲＤによる「Ｖｃ回廊」の建設向け１億８，

０００万ユーロの融資署名式（１２日） 

１２日、バレット欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）

運輸部長とベバンダＢＨ財務相の間で、ＥＢＲ

Ｄによる「Ｖｃ回廊」高速道路建設に対する１億

８，０００万ユーロの融資契約の署名が行われ

た。両名は、本署名及び「Ｖｃ回廊」の建設は、

ＢＨのみならず西バルカン全体に有益である

旨述べた。 

 

●ＥＵ、ＢＨの地雷除去に１１０万ユーロを追

加拠出（２４日） 

２４日、ＥＵ代表部は、地雷除去関連の２件

の新規プロジェクトに対する総額１１０万ユー

ロの拠出に関する署名式を行った。１件目は、

ＢＨ全土の地雷残留地域の評価を支援するも

ので、ノルウェーのＮＧＯであるノルウェー・ピ

ープルズ・エイドとＢＨ民生省、ＢＨ治安省の

協力で実施され、もう一つは、ＢＨ地雷行動セ

ンター（ＢＨＭＡＣ）の情報管理システムを改善

するもので、ＵＮＤＰにより実施される。ＥＵは、

ＢＨの地雷除去に関してこれまでに４，６００万

ユーロを供与しており、２０２５年までの完全除

去を目指している。 

 

（３）民間セクター 

●独Ｍｅｓｓｅｒグループ、ドライアイス製造工場

を稼働（１４日） 

 １４日、独のガス製造大手であるＭｅｓｓｅｒ 

グループは、ＢＨ北部ペトロボ近郊のソチュコ

バツにおいて、飲料、食品、金属工業向けドラ

イアイス製造工場を新たに稼働させた。投資

額は、６億ＫＭ（約３億７００万ユーロ）で、これ

により同社のドライアイス製造能力は２倍とな

る。 

 

●ＣＯＳＣＯ Ｓｈｉｐｐｉｎｇ社、サラエボに事務所

を開設（２５日） 

 ２５日、中国海運第一位の中国遠洋海運集

団（ＣＯＳＣＯ Ｓｈｉｐｐｉｎｇ社）がサラエボに駐

在員事務所を開設した。同事務所長によれば、

一帯一路の影響でＢＨ・中国間取引は増え続

けており、今後は、同社が所有するギリシャの

ピレウス港のみならず、ＢＨのネウム港も活用

しながら、特にＢＨの木材や石材の輸出増に

注力していく方針。 

 

 

（了） 

 

 

 

 

 


